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2023 年度大東文化大学経済学会通常総会 

              

             日程：2023 年 5 月 19 日（金）～26 日（金） 

実施形式：           メール会議 

 

 

会 議 次 第 

 

１ 開会宣言 

２ 定足数確認 

３ 会長挨拶 

４ 議長選任 

５ 議事録署名人選任 

６ 議事 

【審議事項】 

第１号議案 2022 年度事業報告および収支決算報告に関する件（2--4 頁、添付資料１） 

第２号議案 新会員の入会に関する件（5 頁） 

第３号議案 運営委員および編集委員の選任に関する件（6, 7 頁） 

第４号議案 2023 年度事業計画および収支予算に関する件（8, 9 頁、添付資料 2） 

第５号議案 会則の変更に関する件（10, 14 頁） 

その他 

 

【報告事項】 

（１） 正会員の異動について（11 頁） 

（２） 学会費の支払い方法について（12 頁） 

（３） その他 

 

【添付資料】 

１ 会計監査報告書（添付資料「2022 年度決算報告書」） 

２ 2023 年度事業計画および収支予算（添付資料「2023 年度収支予算書」） 

３ 大東文化大学経済学会会則（13--23 頁） 

４ 2023 年度会員名簿（24, 25 頁）  
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第１号議案 

 

経済学会会則第 48 条の規定に基づき、2022 年度事業報告書、収支決算報告書および財産目録に

ついて承認を求めます。 

 

2022 年度経済学会事業報告書 

（2022 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日まで） 

 

１ 経済学会の本来事業（会則第３条に規定する経済学会の目的を達成するために実施する事業） 

(1) 研究会、講演会、シンポジウム等の開催およびそれらの実施に対する支援 

第 40 回経済シンポジウム（後援） 

テーマ：『欧州諸国近代化の群像』、日時：2022 年 10 月 28 日（金）、場所：板橋校舎、 

報告者：田中淳一（明治学院大学経済学部講師）、篠永宣孝（大東文化大学名誉教授）、高田茂臣（大

東文化大学経営学部教授）、藤村哲史（大東文化大学経済学部講師） 

 

(2) 『経済論集』等の発行 

『経済論集』第 117 号（総頁数：56 頁、発行日：2022 年 9 月 30 日、掲載：論文 1 篇、研究

ノート 1 篇） 

 

(3) 会員による研究成果の公刊に対する出版助成 

2022 年度は該当する公刊がなかった。 

 

(4) 学生による調査研究活動の奨励および助成並びに表彰 

2022 年度は該当する活動がなかった。 

    

(5) 大東文化大学を当番校とする学術学会等の大会実施に対する支援 

2022 年度は該当する大会がなかった。 

 

(6) その他上記の趣旨に適う事業 

学生（準会員である大学院生を含む）からの懸賞論文の募集および入選論文等を掲載した雑誌

の発行（参加賞を除く入選作品をウェブサイトで公表） 

懸賞論文（応募数：6 篇、入選：経済学会賞 1 件、佳作 1 件、参加賞 4 件） 

研究ノート（応募数：1 篇、参加賞 1 件） 

エッセイ（応募なし） 
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(7) 退学学生への学生会員費の返還（2022 年度返還分） 

返還金額：36,000 円（対象者：16 名） 

内訳：3,000 円×6 名＝18,000 円 

内訳：2,000 円×8 名＝16,000 円 

内訳：1,000 円×2 名＝2,000 円 

 

２ 経済学会の運営に関する事業 

2-1 会議等の実施 

   (1) 総会の開催 

     2022 年度通常総会の開催 

      日時：2022 年 5 月 20 日（金） 

      場所：メール会議 

      審議事項： 

第１号議案 2021 年度事業報告および収支決算報告に関する件 

第２号議案 運営委員および編集委員の選任に関する件 

第３号議案 2022 年度事業計画および収支予算に関する件 

その他 

報告事項： 

（１）正会員の異動について 

（２）その他 

   (2) 運営委員会の開催 

第１回運営委員会：2022 年 4 月 22 日（金） 

議題１．2022 年度通常総会の開催内容・開催形式について 

議題２．2021 年度事業報告および収支決算報告について 

議題３．2022 年度事業計画および収支予算案について 

第 2 回運営委員会（メール会議）：2023 年 3 月 13 日（月）--17 日（金） 

議題１．2023 年度運営委員・幹事・役員について 

 

   (3) 編集委員会の開催 

第１回編集委員会：2022 年 5 月 6 日（金） 

議題１．2022 年度のスケジュールについて 

議題２．2022 年度学生懸賞論文について 

第２回編集委員会：2022 年 11 月 25 日（金） 
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議題１．学生懸賞論文の審査結果のとりまとめについて 

議題２．池田先生からの論文転載依頼について 

 

   (4) 会員相互の交流および親睦を図る活動 

      実施なし 

 

 2-2 通常業務（庶務および会計事務）の処理 

     適正に滞りなく処理された。 

 

 2-3 監査会の実施 

   2022 年度会計監査を実施した。 

    日時：2023 年 5 月 2 日（火）15:00～15:30、2023 年 5 月 9 日（火）15:00～15:30 

    場所：2 号館 5 階経済学部研究スペース 

 内容：① 2022 年度予算執行状況および収支決算書類並びに会計帳簿類の監査 

② 2022 年度末資産状況の監査 

   

 2-4 その他経済学会を運営するために必要と認められる事業 

     実施なし 
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第２号議案 

 

新会員の入会に関する件 

 

経済学会会則第１９条第七号の規定に基づき、下記 1 名の正会員の入会について承認を求めま

す。 

 

正会員 

湯 川 志 保 現代経済学科准教授 

（2023 年 4 月 1 日入会申込、運営委員会にて承認済み） 

 

以上 
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第３号議案 

 

2023年度運営委員・監事・役員について 

 

経済学会会則第 13 条、第 15 条および第 19 条第七号の規定に基づき、任期満了にともなう後任

運営委員ならびに役員の選任について承認を求めます。 

 

記 

 

運営委員（任期：2023.4.1～2025.3.31） 

高 安 雄 一   社会経済学科教授   （継続） 

葛 目 知 秀   社会経済学科教授   （新規） 

池 田 剛 士   現代経済学科教授   （継続）残任期間 

岡 田 知 久   現代経済学科講師   （新規） 

顧     濤   現代経済学科准教授  （新規）残任期間 

大 浦 あすか   社会経済学科講師   （新規） 

 

監 事（任期：2023.4.1～2025.3.31） 

       大 島 吉 郎   外国語学部中国語学科教授（継続） 

吉 井 美佐子   元大東文化学園監査室事務長（継続） 
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（参考資料） 

2023 年度役員（案） 

 

執行部役職案 

 会長  高 安 雄 一   社会経済学科教授 

    副会長   葛 目 知 秀   社会経済学科教授 

 事務局長  岡 田 知 久   現代経済学科講師 

会計     顧     濤   現代経済学科准教授 

 

編集委員会 

委員長  大 浦 あすか   社会経済学科講師 

中 島 正 人   社会経済学科教授 

濱 本 知寿香   社会経済学科教授 

岡 田 知 久   現代経済学科講師 

藤 村 哲 史   現代経済学科講師 

 

            

 

 以 上 
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第４号議案 

 

2023 年度事業計画および収支予算 

 

経済学会会則第 4 条の規定に基づき、2023 年度事業計画および収支予算について承認を求めま

す。 

 

１ 経済学会の本来事業（会則第 3 条に規定する経済学会の目的を達成するために実施する事業） 

 

1-1 経済学および経済に関連する諸領域の学術的調査・研究活動を推進する事業 

(1) 研究会、講演会、シンポジウム等の開催およびそれらの実施に対する支援 

■経済学部演習成果報告会 

■第 41 回経済シンポジウム（後援） 

テーマ、日時、場所、報告者：未定 

(2) 『経済論集』等の刊行 

■『経済論集』第 118 号（2023 年 9 月発行予定） 

(3) 会員による研究成果の公刊に対する出版助成 

 (4) 学生による調査研究活動の奨励および助成並びに表彰 

 (5) その他上記の趣旨に適う事業 

      

1-2 学内外の学術研究機関・団体との交流および連携協力を促進する事業 

(1) 大東文化大学経済学部および経済研究所の事業に対する支援 

(2) 大東文化大学を当番校とする学術学会等の大会実施に対する支援 

(3) その他上記の趣旨に適う事業 

 

1-3 その他経済学会の目的に合致する事業 

(1) 学生からの懸賞論文の募集および入選論文等を掲載した雑誌の発行 

『2023 年度学生懸賞論文集』（2024 年 3 月発行予定）※電子媒体 

(2) 学生の調査研究成果の発表等の活動に対する支援 

(3) その他上記の趣旨に適う事業 

 

２ 経済学会の運営に関する事業 

2-1 会議等の実施 

(1) 総会の開催 
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■2023 年度通常総会 

日程：2023 年 5 月 19 日（金）～2023 年 5 月 26 日（金） 

場所：メール会議 

審議事項：会議次第のとおり 

(2) 運営委員会の開催 

(3) 編集委員会の開催 

(4) 会員相互の交流および親睦を図る活動 

2-2 通常業務（庶務および会計事務）の処理 

 2-3 監査会の実施 

 2-4 その他経済学会を運営するために必要と認められる事業 

 

以上 
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第５号議案 

 

会則の変更に関する件 

 

転学部・転学科によって経済学部生となる学生から、転学部・転学科時点で学会費を徴収する旨

の一文（下記網掛け）を会則第 7 条に追加したい（編入学生と同様の扱い）。 

 

変更前 

（会費） 

第７条 この会の会員は、次の各号に掲げる会費を納入しなければならない。 

一 正会員  年額 ５，０００円 

二 準会員  年額 ３，０００円 

三 学生会員 年額 １，０００円（入学手続き時に４年間の会費４，０００円を一括納入する。た

だし、編入学生は編入学時に在学予定期間の会費を一括納入する。） 

四 賛助会員 年額 ５，０００円 

五 名誉会員 免除 

 

変更後 

（会費） 

第７条 この会の会員は、次の各号に掲げる会費を納入しなければならない。 

一 正会員  年額 ５，０００円 

二 準会員  年額 ３，０００円 

三 学生会員 年額 １，０００円（入学手続き時に４年間の会費４，０００円を一括納入する。た

だし、編入学生は編入学時に在学予定期間の会費を一括納入する。他学部から経済学部へ転学部

した学生は転学部時に在学予定期間の会費を一括納入する。） 

四 賛助会員 年額 ５，０００円 

五 名誉会員 免除 
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報告事項１ 

 

正会員の異動について 

 

下記の正会員に異動があったことを報告します。 

 

津布久 将 史  元現代経済学科准教授  会則第９条第二号による正会員資格の喪失 

堀 内 ふみ野  元社会経済学科講師   会則第９条第二号による正会員資格の喪失 

以上 
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報告事項２ 

 

学会費の支払い方法について 

 

正会員・準会員による学会費の支払い方法を変更します（第 3 回運営委員会にて承認済み）。 

 

〈現行〉振込用紙を会員に送付し、各自でゆうちょ銀行の指定口座へ送金する（振り込む）。 

〈新規〉請求書払いとする。具体的には、請求書を研究推進室へ送付し、一般研究費で処理する。 

 

上記の変更により事務手続きが簡略化します。また、経済学会ではなく大学が振込手数料を負担

するため、経済学会の収入が増えます。なお、一般研究費ではなく科研費・特別研究費での処理を

希望する場合や、個人での振り込みを希望する場合には、別途、5 月末までに事務局（担当：土

橋）へ申し出てください。 

以上 
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大東文化大学経済学会会則 

 

                         昭和 38 年 4 月 1 日制定 

                       令和 5 年 5 月 26 日最終改正 

                            

第１章 総 則 

（名称） 

第１条 この会は、大東文化大学経済学会と称する。 

（事務局） 

第２条 この会の事務局は、東京都板橋区大東文化大学経済学部内に置く。 

 

第２章 目的および事業 

（目的） 

第３条 この会は、経済学および経済に関連する諸領域に関する学術的研究を推進し、かつその成果を                       

   公表、普及することを目的とする。 

（事業） 

第４条 この会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

一 経済学および経済に関連する諸領域の学術的調査・研究 

二 研究会、講演会およびシンポジウム等の開催ならびに助成 

三 学術機関誌等の発行 

四 研究成果に対する刊行助成 

五 学生会員の自主的・主体的な調査研究活動、フィールドワーク、社会活動等に対する支援 

六 学内外の学術研究機関・団体との交流および連携 

七 その他この会の目的を達成するために必要と認められる事業 

 

第３章 会 員 

（種別） 

第５条 この会の会員は、次の各号に掲げる５種とする。 

 一 正会員  大東文化大学経済学部の専任教員で、この会の目的に賛同して入会した者 

 二 準会員  大東文化大学の教員(他学部の専任教員および非常勤講師等を含む。) 

および大東文化大学大学院経済学研究科に所属する大学院生で、この会の目的に賛同

して入会した者 

 三 学生会員 大東文化大学経済学部に所属する学生 

 四 賛助会員 この会の目的に賛同し、正会員２名の推薦により総会で承認された者         
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 五 名誉会員 この会の正会員であった者のうち、大東文化大学経済学部を定年退職した者もしくは

大東文化大学経済学部に１０年以上勤務して退職した者で、かつ本人が名誉会員とな

ることを希望した者  

（入会） 

第６条 この会への入会手続きは、次の各号に掲げる通りとする。 

一 正会員、準会員および賛助会員としてこの会に入会しようとする者は、入会申込書に必要な事項を

記入し、会長に申し込むものとする。 

二 学生会員は、大東文化大学経済学部への入学をもって自動的に会員となる。ただし、編入学生は

編入時点をもって自動的に会員となる。 

 三 名誉会員となることを希望する正会員は、名誉会員申込書に必要な事項を記入し、会長に届け出

るものとする。 

（会費） 

第７条 この会の会員は、次の各号に掲げる会費を納入しなければならない。 

 一 正会員  年額 ５，０００円 

 二 準会員  年額 ３，０００円 

 三 学生会員 年額 １，０００円（入学手続き時に４年間の会費４，０００円を一括納入する。た

だし、編入学生は編入学時に在学予定期間の会費を一括納入する。他学部から経済学部へ転学部

した学生は転学部時に在学予定期間の会費を一括納入する。） 

 四 賛助会員 年額 ５，０００円 

 五 名誉会員 免除 

（会員の権利） 

第８条 第５条各号に規定する会員は、この会が発行する学術機関誌等に投稿する権利およびそれら刊

行物の配布を受ける権利ならびにこの会が主催する研究会・講演会・シンポジウム等に参加する

権利を有する。ただし、学術機関誌への投稿については、準会員および学生会員の場合には、指導

教授または正会員２名の推薦があること、ならびに賛助会員の場合には、正会員２名の推薦があ

ること、をそれぞれ条件とする。 

２ 正会員は、研究成果を公刊する場合には、刊行助成を受けることができる。 

３ 学生会員および準会員（ただし、大学院生に限る。）は、この会が募集する学生懸賞論文に応募する

こと、および調査研究活動等の事業を行う場合には、活動助成を受けることができる。 

（会費滞納者の権利停止） 

第８条の２ 第７条に規定する会費を当該年度末までに納入しない（以下「滞納」という。）会員につい

ては、会費を滞納した翌年度以降について、前条で定められた権利を停止する。ただし、滞納して

いる会費および当該年度の会費を納入したときは、その権利は回復される。 

（会員資格の喪失） 
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第９条 この会の会員が、次の各号のいずれかに該当するに至ったときには、その資格を喪失する。 

一 退会届を提出したとき。 

二 退職もしくは解雇または卒業もしくは退学（除籍を含む。以下第１１条において同じ。）により大

東文化大学から離脱したとき。 

 三 この会の名誉を著しく傷つけ、またはこの会に著しい損害を与えたとき。この場合において、本人

から弁明の申し出があったときは、その機会を与えるものとする。 

四 死亡したとき。 

五 第７条各号に定める会費を２年分以上滞納し、かつその督促に応じなかったとき。ただし、運営

委員会が特別の理由があると認めた場合は、この限りでない。 

（退会） 

第１０条 この会の会員は、退会届を会長に提出して退会することができる。 

（会費の不返還） 

第１１条 いったん納入された会費は、返還しない。ただし、学生会員が退学により大東文化大学の学籍

を喪失したときは、以後の年限分の会費を返還することができる。 

 

第４章 役員 

（種別および定数） 

第１２条 この会に、次の各号に掲げる役員を置く。 

 一 運営委員  １０名以内 

 二 監事     ２名 

２ 運営委員の中から、会長、副会長、事務局長および会計を各１名選出する。 

（選任） 

第１３条 運営委員は、総会において正会員の中から選任する。 

２ 会長には、経済学部長をもってこれにあてる。 

３ 副会長、事務局長および会計は、運営委員会において互選により選出する。 

４ 監事には、運営委員会が推薦し、総会の承認を得て、学会内外の専門家（公認会計士、税理士等）を

選任する。 

（職務） 

第１４条 会長は、この会を代表し、この会の業務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときまたは会長が欠けたときは、その職務を代行する。 

３ 事務局長は、会長の指示のもとに、この会の通常業務を処理する。 

４ 会計は、会長の指示のもとに、この会の会計業務を掌る。 

５ 運営委員は、運営委員会を構成し、この会則の規定および総会または運営委員会の議決に基づき、こ 

の会の業務を執行する。 
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６ 監事は、次の各号に掲げる職務を行う。 

一 運営委員会の業務執行の状況を監査すること。 

二 この会の会計監査をすること。 

（任期等） 

第１５条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠により、または増員によって就任した役員の任期は、それぞれの前任者または現任者の任期の

残存期間とする。 

３ 役員は、辞任または任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を遂行しなければな

らない。 

（事務局） 

第１６条 この会の業務を処理するため、この会に事務局を置く。 

２ 事務局には、事務局長および会計を置く。 

３ 事務局の組織および運営に関して必要な事項は、運営委員会の議決を経て、会長が別にこれを定め

る。 

    

第５章 総 会 

（総会） 

第１７条 この会の総会は、通常総会および臨時総会とする。 

（構成） 

第１８条 総会は、正会員をもって構成する。 

２ 準会員、学生会員および賛助会員は、総会に出席し、意見を述べることはできるが、議決権は有しな

い。 

（権能） 

第１９条 総会は、次の各号に掲げる事項について審議し、議決する。 

一 会則の変更 

二 解散 

三 事業計画および収支予算 

四 事業報告および収支決算 

五 財産の処分に関する事項 

六 会費の額 

七 入会の承認 

八 役員の選任 

九 その他この会の運営に関する重要な事項   

（開催） 
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第２０条 通常総会は、毎事業年度 1 回、事業年度終了後、６０日以内に開催する。 

２ 臨時総会は、次の各号のいずれかに該当する場合に開催する。 

一 会長から招集の請求があったとき。 

二 正会員の３分の１以上から、会議の目的たる事項を記載した書面をもって、開催の請求があった

とき。 

（招集） 

第２１条 総会は、会長が招集する。 

２ 会長は、前条第２項第２号の規定による開催の請求があったときは、その日から１４日以内に臨時 

総会を招集しなければならない。 

３ 会長は、総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的および審議事項を記載した書面をもって、

少なくとも７日前までに会員に通知しなければならない。ただし、緊急の場合は、この限りでない。 

（議長） 

第２２条 総会の議長は、会長もしくはその指名する正会員がこれを行う。 

（定足数） 

第２３条 総会は、正会員総数の２分の１以上の出席をもって成立する。 

（表決） 

第２４条 総会の議事は、この会則に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって決し、可否

同数のときは、議長の決するところによる。 

２ やむを得ない理由のため総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項について書面を

もって表決し、または書面により他の正会員を代理人として表決を委任することができる。 

３ 前項の規定により表決した正会員は、第２３条、第２５条第１項、第５０条および第５１条第２項の

規定の適用については、これを総会に出席したものとみなす。 

 

（議事録） 

第２５条 総会の議事については、次の各号に掲げる事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

一 日時および場所 

二 正会員総数および出席者数（(書面表決者または表決委任者がある場合には、その数を付記するこ

と。) 

三 議事録署名人の選任に関する事項 

四 審議事項 

五 議事の経過概要および議決の結果 

２ 議事録には、議長およびその会議において選任された２人以上の議事録署名人が署名、押印しなけ

ればならない。 

（議事録の保管および閲覧） 
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第２６条 前条の議事録は、事務局において保管し、会員は、いつでも自由にこれを閲覧することができ

る。 

 

第６章 運営委員会 

（運営委員会） 

第２７条 この会に、運営委員会を置く。 

２ 運営委員会には、必要に応じて小委員会を設けることができる。 

（構成） 

第２８条 運営委員会は、正会員の中から選出された委員をもって組織する。 

２ 運営委員会には、委員長および副委員長を置く。 

３ 委員長には、会長をもってこれにあてる。 

４ 副委員長は、運営委員会において互選により選出する。 

５ 監事は、運営委員会に出席し、意見を述べることができる。 

（職務） 

第２９条 委員長は、運営委員会の業務を統括掌理する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときまたは委員長が欠けたときは、その職務を代行

する。    

（権能） 

第３０条 運営委員会は、この会則で規定するもののほか、次の各号に掲げる事項について議決する。 

一 事業計画案および収支予算案 

二 事務局の組織および運営 

三 総会に附議すべき事項 

四 総会で議決した事項の執行に関する重要な事項 

五 その他総会の議決を要しない業務の執行に関する重要な事項 

（開催） 

第３１条 運営委員会は、次の各号のいずれかに該当する場合に開催する。 

一 委員長が必要と認めたとき。 

二 運営委員総数の３分の１以上から、会議の目的たる事項を記載した書面をもって、開催の請求が

あったとき。 

（招集） 

第３２条 運営委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員長は、前条第２号の規定による開催の請求があったときは、その日から１４日以内に運営委員

会を招集しなければならない。 

３ 委員長は、運営委員会を招集するときは、会議の日時、場所、目的および審議事項を記載した書面を
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もって、少なくとも５日前までに各運営委員および監事に通知するものとする。 

（定足数） 

第３３条 運営委員会は、運営委員総数の２分の１以上の者の出席をもって成立する。 

（議長） 

第３４条 運営委員会の議長は、委員長がこれにあたる。 

（表決） 

第３５条 運営委員会の議事は、運営委員総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

（議事録） 

第３６条 運営委員会の議事については、次の各号に掲げる事項を記載した議事録を作成しなければな

らない。 

一 日時および場所 

二 運営委員総数、出席者数および出席者氏名 

三 議事録署名人の選任に関する事項 

四 審議事項 

 五 議事の経過概要および議決の結果 

２ 議事録には、議長およびその会議において選任された２人以上の議事録署名人が署名、押印しなけ

ればならない。 

（議事録の保管および閲覧） 

第３７条 前条の議事録は、事務局において保管し、会員は、いつでも自由にこれを閲覧することができ

る。 

 

第７章 編集委員会 

（編集委員会） 

第３８条 この会に、編集委員会を置く。 

２ 編集委員会には、必要に応じて部会を設けることができる。 

（構成） 

第３９条 編集委員会は、正会員の中から選出された１０名以内の委員をもって組織する。 

２ 編集委員会には、委員長および副委員長を置く。 

３ 委員長および副委員長は、編集委員会において互選により選出する。 

（職務） 

第４０条 委員長は、編集委員会の業務を統括掌理する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときまたは委員長が欠けたときは、その職務を代行

する。 
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（権能） 

第４１条 編集委員会は、次の各号に掲げる事項を企画し、執行する。 

 一 この会が発行する学術機関誌等の編集および発行 

 二 学生懸賞論文の募集および選考 

 三 その他この会の学術研究活動を推進するために必要と認められる事項 

（学術機関誌等） 

第４２条 この会が発行する学術機関誌等には、編集委員会が認めた者によって執筆された論文等を掲

載する。 

２ 学術機関誌等への掲載にあたっては、編集委員会の審査を経るものとする。 

（招集） 

第４３条 編集委員会は、委員長が招集する。 

（議長） 

第４４条 編集委員会の議長は、委員長がこれにあたる。 

 

第８章 資産および会計 

（資産の構成） 

第４５条 この会の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成し、この会の運営に充てる。 

一 会費 

二 補助金 

三 寄附金品 

四 財産から生じる収入 

五 その他の収入 

 

（資産の管理） 

第４６条 この会の資産（預金通帳・印鑑を含む）は、会長が管理・確認し、その方法は、運営委員会の

議決を経て、会長が別にこれを定める。 

（事業計画および予算） 

第４７条 この会の事業計画およびこれに伴う収支予算は、会長が原案を作成し、運営委員会の審議を

経て、総会の議決を経なければならない。年度途中において収支予算の総額を増額する場合も同

様とする。 

（事業報告および決算） 

第４８条 この会の事業報告および決算に関する書類は、毎事業年度終了後、速やかに会長が作成し、監

事の監査を受け、総会の議決を経なければならない。 

２ 決算に関する書類は次に掲げる文書とする。 
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一 決算を作成するために記録した収支計算書、財産目録、および現金出納帳等の帳簿（電子媒体に

記録しているときは、その情報を印刷した書面） 

二 入金および出金を記録する預金通帳 

三 支払を証明する領収書等の書面 

四 その他決算の適正性を証明する書面 

五 監事が署名および押印をした監査報告書 

３ 決算上余剰金が生じたときは、これを次事業年度に繰り越すものとする。 

（事業年度） 

第４９条 この会の事業年度は、毎年 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終了する。 

 

第９章 会則の変更および解散 

（会則の変更） 

第５０条 この会の会則を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の３分の２以上の賛成を得

なければならない。 

（解散） 

第５１条 この会は、次に掲げる事由により解散する。 

 一 総会の決議 

 二 正会員の欠亡 

 三 この会の目的を達成することが不可能となったとき 

２ 前項第１号に規定する事由によりこの会を解散するときは、正会員の４分の３以上の承諾を得なけ

ればならない。 

 

第１０章 雑 則 

（細則） 

第５２条 この会則の施行に関して必要な細則は、運営委員会の議決を経て、会長がこれを定める。 

（補則） 

第５３条 この会則に定められていない事項については、運営委員会に諮り、会長がこれを処理する。 

附  則 

 この会則は、昭和 38 年 4 月 1 日から施行する。 

附  則 

 この改正会則は、昭和 62 年 4 月 1 日から施行する。 

附  則 

 この改正会則は、平成 10 年 4 月 1 日から施行する。 

附  則 
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１ この改正会則は、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 改正会則第１８条の規定にかかわらず、平成 12年度に限っては、事業年度を平成 12 年 5 月 27 日か

ら平成 13 年 3 月 31 日までとする。 

３ 改正会則第５条第１号の規定にかかわらず、平成 12 年 3 月 31 日における正会員は、本人から退会

の申し出がない限り、平成 12 年 4 月 1 日以降も正会員とする。 

附  則 

１ この改正会則は、平成 13 年 4 月 1 日から施行する。 

２ 改正会則第５条第１号の規定にかかわらず、平成 13 年 3 月 31 における正会員は、本人から退会の

申し出がない限り、平成 13 年 4 月 1 日以降も正会員とする。 

附  則 

 この改正会則は、平成 14 年 4 月 1 日から施行する。 

附  則 

 この改正会則は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

附  則 

 この改正会則は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

附  則 

１ この改正会則は、平成 19 年 5 月 25 日から施行する。 

２ 改正会則第５条第１号の規定にかかわらず、平成 19 年 3 月 31 日における正会員は、本人から退会

の申し出がない限り、平成 19 年 5 月 25 日以降も正会員とする。 

附  則 

 この改正会則は、平成 23 年 5 月 27 日から施行する。ただし、改正会則第７条第３号の規定は、平成

24 年度入学の学生会員から適用する。 

附  則 

（会則の一部改正） 

１ 平成 25 年 5 月 24 日、会則第１３条を改正する。 

（施行期日） 

２ この改正会則は、平成 25 年 5 月 24 日から施行する。 

附  則 

（会則の一部改正） 

１ 平成 26 年 5 月 30 日、会則第８条の２および第９条第５号を改正する。 

（施行期日） 

２ この改正会則は、平成 26 年 5 月 30 日から施行する。 

附  則 

（会則の一部改正） 
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１ 平成 27 年 5 月 22 日、会則第４条第５号、第８条第３項等を改正する。 

（施行期日） 

２ この改正会則は、平成 27 年 5 月 22 日から施行する。 

附  則 

（会則の一部改正） 

１ 平成 28 年 5 月 20 日、会則第１９条第３号、第３０条第１号、第４７条を改正する。 

（施行期日） 

２ この改正会則は、平成 28 年 5 月 20 日から施行する。 

附  則 

（会則の一部改正） 

１ 平成 30 年 5 月 18 日、会則第６条第二号、第７条第三号、第４６条、第４８条第２項等を改正する。 

（施行期日） 

２ この改正会則は、平成 30 年 5 月 18 日から施行する。 

附  則 

（会則の一部改正） 

１ 令和元年 5 月 17 日、会則第２条を改正する。 

（施行期日） 

２ この改正会則は、令和元年 5 月 17 日から施行する。 

附  則 

（会則の一部改正） 

１ 令和 5 年 5 月 26 日、会則第 7 条を改正する。 

（施行期日） 

２ この改正会則は、令和 5 年 5 月 26 日から施行する。 

 

事務局所在地 

東京都板橋区高島平１丁目９－１ 

０３－５３９９－７３００ 
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 大東文化大学経済学会 会員（正・準）名簿 

    2023 年 5 月 26 日現在 

 氏名 所属 会員資格 備考 

１ ジョシ アバイ 社会経済学科 正会員  

２ 石井 寿美世 社会経済学科 正会員   

３ 大浦 あすか 社会経済学科 正会員  

４ 加藤 正昭 社会経済学科 正会員   

５ 葛目 知秀 社会経済学科 正会員   

６ 島田 惠司 社会経済学科 正会員  

７ 菅野 早紀 社会経済学科 正会員  

８ 高安 雄一 社会経済学科 正会員   

９ 田中 達也 社会経済学科 正会員   

１０ 土橋 俊寛 社会経済学科 正会員   

１１ 内藤 二郎 社会経済学科 正会員   

１２ 中島 正人 社会経済学科 正会員   

１３ 長沼 佐枝 社会経済学科 正会員   

１４ 中村 宗悦 社会経済学科 正会員   

１５ 濱本 知寿香 社会経済学科 正会員  

１６ 松村 岳志 社会経済学科 正会員  

１７ 池田 剛士 現代経済学科 正会員   

１８ 岡田 知久 現代経済学科 正会員  

１９ 上遠野 武司 現代経済学科 正会員   

２０ 角田 保 現代経済学科 正会員   

２１ 神谷 諭一 現代経済学科 正会員   

２２ 郡司 大志 現代経済学科 正会員   

２３ 顧 濤 現代経済学科 正会員  

２４ 藤村 哲史 現代経済学科 正会員  

２５ 古屋 核 現代経済学科 正会員  

２６ 布袋 正樹 現代経済学科 正会員  

２７ 村 俊範 現代経済学科 正会員   

２８ 山下 東子 現代経済学科 正会員   

２９ 湯川 志保 現代経済学科 正会員   

３０ 山田 敏之 経営学科 準会員   
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３１ 大杉 由香 スポーツ科学科 準会員  

３２ 川野 幸男 社会学科 準会員  

 

 

 

 

 


